
使用済自動車の流通状況 参考資料２

（※１）自動車リサイクルに係る解体業者の経営実態等調査
（※２）（一社）鉄リサイクル工業会によるデータ

ＡＳＲ処理費用
（約6700円/台）

フロン回収・破壊費
（約2300円/台）

エアバッグ類回収・処理費
（約2400円/台）

（リサイクル料金の充当）

（リサイクル料金の充当）

【制度制定前（平成13年度調査時）】 【制度制定後（平成25年度調査時）】

ディ－ラー等 オートオークション

解体事業者

シュレッダー事業者

自動車製造業者等（委託業者）

68,039円／台（※１）

18,000円／t
（10,700円／台）（※２）

○中古部品販売
（国内・輸出）

○触媒販売 等

（※１）（社）日本自動車販売協会連合会によるデータ （※２）（社）日本中古自動車販売連合会によるデータ
（※３）（社）日本鉄リサイクル工業会によるデータ

○鉄・非鉄
スクラップ販売

等

フロン類・
エアバッグ類

新車ディ－ラー 中古車ディ－ラー 整備事業者

解体事業者

シュレッダー事業者

最終処分業者

調査中

▲7,600円／t
（▲4,600円／台） （※３）

▲25,000円／t
（▲5,000円／台）（※３）

▲700円／台（※１）

（有償：無償：逆有償=59:15:26）

▲4,400円／台（※２）

（有償：無償：逆有償=3:14:84） 28,131円／台（※１）

 自動車リサイクル制度では、特に処理に費用を要する３品目（フロン類・エアバッグ類・
ＡＳＲ）について、ユーザーがリサイクル料金を負担し、自動車製造業者等が引き取って、
再資源化することにより、使用済自動車が概ね有価で流通し、市場原理によりリサイク
ルシステムが機能する状況を創出した。

廃油、廃液 タイヤ 鉛蓄電池 等

解体業者の責任で処理・売却



整備・修理・解体段階を含めた自動車部品の流通状況

廃鉛蓄電池の流通経路

主な排出元
・整備業者
・ディーラー（点検時等）
・カー用品店
・個人
・解体業者

国内の製錬業者等

業界回収ルート
（電池業界によるセーフティネット）

輸出業者等

無償引取
（約1.3万ｔ※４）

有償
（約15万ｔ※５）

有償
（約9万ｔ※７）

（参考）
補修用蓄電池の需要 約1300万個※１

バッテリー輸入量 約580万個※２

解体台数 約350万個※３

⇒合計 約25万ｔ（12kg/個として試算）

廃タイヤの流通経路

主な排出元
・タイヤ販売店
・運送業者等
・個人
・解体業者

（参考）
タイヤ取替時 8,200万本（89万4,000t）
廃車時 1,400万本（12万8,000t）

⇒合計 9,700万本（102万1,000t）

収集運搬業者・中間処理業者等

（再生鉛として利用）

収集運搬業者・中間処理業者等

原型加工利用
（再生ゴム・ゴム粉生産等）

熱利用
（製紙・セメント焼成用等）

埋立て

その他

中古タイヤとして輸出等

（16.1万t）

（57.8万t）

（0.2万t）

（12.0万t）

（16.0万t）

【出典】
（一社）日本自動車タイヤ協会ＨＰ
※数字は2013年実績

【出典】
※１ （一社）電池工業会（2013年度実績）
※２ 日本鉱業協会推計（2013年）
※３ 経済産業省集計（2013年度実績）
※４ （一社）鉛蓄電池再資源化協会（2013年実績）
※５ 経済産業省推計（2013年）
※６ 財務省『貿易統計』（2013年）

※廃タイヤは代替燃料としての需要が大きく、
海外から廃タイヤの切断品/破砕品を有価

購入することによって、国内供給の不足分
を補っている（2013年は11万トンを輸入）


